
7.12（金）9.8（日）
令
和
６
年

開館時間／午前9時～午後6時 【7/12は特別展示室のみ10時開場】
会期中の休館日／7/16（火）、8/6（火）、8/20（火）、9/3（火）

古代出雲歴史博物館
出雲大社東隣り

〒699-0701島根県出雲市大社町杵築東99-4
TEL.0853-53-8600 https://www.izm.ed.jp

観覧料／一　般：企画展 700円（560円） 常設展とのセット券 1,010円（800円）
　　　　大学生：企画展 400円（320円） 常設展とのセット券 600円（480円）
　　　　小中高生：企画展 200円（160円） 常設展とのセット券 300円（240円）

※WEB限定前売り券については、ホームページをご覧ください。 ※（　）内は20名以上の団体観覧料です。 
※障がい者手帳または障がい者手帳アプリをお持ちの方はご提示ください。

保持者及びその介助者1名は観覧無料になります。
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重要文化財　魚形木製品  （青谷上寺地遺跡出土　鳥取県）
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島根県指定文化財　細形銅剣  （伝竹矢出土　平濱八幡宮）
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重要美術品　家形土器  （鳥取県湯梨浜町藤津出土　鳥取県立博物館）

硯台
復 元 品   （ 田和山遺跡　田和山サポートクラブ）

国宝　荒神谷遺跡出土銅剣  （文化庁）



　今から40年前の1984年夏、荒神谷遺跡（島根県出雲市）で358本もの銅剣が発見
され、さらに翌年には銅鐸6個、銅矛16本が出土しました。驚愕のニュースは全国を
駆け巡り、古代出雲のイメージが大きく書き換わることになったのです。
　本展覧会では、最新の発掘成果をもとに、弥生時代のくらしや交流、まつりの実態
を描き出します。そして約2,000年前に青銅器を大量に埋めた、出雲の弥生文化の謎
にせまります。夏休みは“れきはく”へ、ぜひご家族みなさまでお越しください。

プロローグ 荒神谷遺跡発見の衝撃
荒神谷遺跡が発見される前の島根の青銅器研究と、
荒神谷青銅器発見の衝撃を、発掘資料や当時の刊行
物から紹介します。

第1章 島根に米作りが伝わった
銅剣・銅鐸・銅矛のまつりが行わ
れた弥生時代は、日本列島で本格
的な稲作が広がった時代で
す。米作りが伝わった頃の
島根を、遺跡出土品で紹介
します。

第2章 弥生人のくらし
弥生時代に新たに加わった水田農耕や、狩猟・
漁労のほか、住まいと食事、モノ作りなど、
弥生人たちの生活の様子を紹介
します。

第3章 出雲の交流
弥生時代に出雲で作られた玉製品は、山口県西部
や九州北部地域へ運ばれました。玉作資料や、
楽浪郡の硯、漆塗り容器など
の希少な品々から、広域
の交流を紹介します。

第4章 青銅器のまつり
弥生人がまつりの道具に採用した青銅器。
その製作から使用の様子を、当時の技術や
まつりのイメージを示す出土品から考え
ます。

エピローグ 弥生社会の解明へ
荒神谷遺跡の発見をきっかけに
島根県が進めてきた弥生時代
の研究成果を紹介し、出雲の
弥生文化について考えます。

交通アクセス

主催／島根県立古代出雲歴史博物館、島根県古代文化センター
協力／一般社団法人 日本考古学協会
後援／朝日新聞松江総局、産経新聞社、日本経済新聞社松江支局、毎日新聞松江支局、読売新聞松江支局、
　　　中国新聞社、山陰中央新報社、島根日日新聞社、新日本海新聞社、共同通信社松江支局、時事通信社松江支局、
　　　ＮＨＫ松江放送局、ＴＳＫさんいん中央テレビ、テレビ朝日 松江支局、日本海テレビ、ＢＳＳ山陰放送、
　　　エフエム山陰、出雲ケーブルビジョン、山陰ケーブルビジョン、ひらたＣＡＴＶ株式会社

展示室の興奮は現地で感動になる!
荒神谷、加茂岩倉、出雲弥生の森、古代出雲歴博、弥生・青銅器を巡る
弥生ブロンズネットワーク

スタンプラリー
7月12日（金）～9月8日（日）開催
詳しくは、チラシ、古代出雲歴史博物館のホームページをご覧ください

お知らせ

荒神谷発見!   出雲の弥生文化

弥生時代前期の壺
（西川津遺跡出土
島根県埋蔵文化財調査センター）

荒神谷遺跡銅剣取り上げ状況

漆塗り容器
（西川津遺跡出土
島根県埋蔵文化財調査
センター）

島根県指定文化財
銅剣形石剣（左・中）鉄剣形石剣（右）

（田和山遺跡出土　松江市）

国宝 荒神谷遺跡出土銅鐸
（文化庁）

国宝 荒神谷遺跡出土青銅器（文化庁）

島根県指定文化財 伝出雲出土銅鐸
（一般財団法人 八雲本陣記念財団）

佐賀県指定文化財
吉野ヶ里遺跡出土銅鐸

（佐賀県教育委員会）

天秤権
（亀井遺跡出土　大阪府教育委員会
写真提供：大阪府文化財センター）
※はかりは現代のもの

獣骨製釣針
（西川津遺跡出土

島根県埋蔵文化財調査センター）

関連講座
１.荒神谷銅剣はいかに創り出されたのか
　 7月13日（土）　13：30～15：00
　 講師：吉田 広氏（愛媛大学ミュージアム教授）

２. 青銅器をもつことと弥生地域社会
　  －西日本各地の比較ー
　 7月27日（土）　13：30～15：00
　 講師：若林邦彦氏（同志社大学歴史資料館教授）

３. 青銅器なき世界からみた弥生社会像
　 8月3日（土）　13：30～15：00
　 講師：寺前直人氏（駒澤大学文学部教授）

【お申し込み方法】 電話・FAX・ホームページの
イベント参加フォーム(しまね電子申請)のいず
れかで事前にお申し込みください。

【お申し込み先】 
TEL.0853-53-8600 
FAX.0853-53-5350 
https://www.izm.ed.jp

日時：7月13日（土）10：00～11：00
        7月27日（土）10：00～11：00
        8月3日（土）10：00～11：00

ギャラリートーク
担当学芸員による展示解説

定員/各回20名（要事前申込）
■参加には企画展観覧券もしくはミュー
ジアムパスポートが必要です。
■当日は集合時間までに特別展示室入口
付近にお集まりください。

会場/古代出雲歴史博物館 講義室　
定員/各回60名（要事前申込）　参加無料

■関連講座・ギャラリートーク共通

オンラインで同時配信
●山陰道「出雲IC」から国道
431号線経由で約20分
●JR出雲市駅から一畑バス

「出雲大社・日御碕」行き乗
車（約25分）「正門前」降車、
　徒歩約2分
●一畑電車「出雲大社前駅」
降車徒歩約7分
●出雲空港から空港連絡バ
ス「JR出雲市駅」行き（約25
分）※JR出雲市駅からは一
畑バス、一畑電車をご利用く
ださい

※【個人情報の取り扱いについて】この申し込みによって収集した個人情報は、島根県の規定に従って取り扱い、お申し込みいた
だいたイベント開催の目的にのみ利用するほかは法令に定めがある場合を除いて、第三者に提供することはありません。

4. 荒神谷大量青銅器の発見とその後
　 8月24日（土）　13：30～15：00
　 講師：足立克己氏（元古代出雲歴史博物館学芸部長）

出雲大社東隣り
〒699-0701 島根県出雲市大社町杵築東99-4　TEL.0853-53-8600　https://www.izm.ed.jp

銅剣鋳造実験の様子


